
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　グリーストラップ内の油分を簡単に且つ効率

良く回収して廃棄することができる油分回収システムを

提供する。

【解決手段】　内部に隔壁を有しており、この隔壁によ

り複数の槽Ｖが形成されたグリーストラップＧと、この

グリーストラップ内の排水から油分を分離し回収する、

上流側の油分離手段の処理液が下流側の油分離手段に供

給されるように配置された複数の油分離手段Ｓと、この

油分離手段のうち少なくとも最上流の油分離手段に排水

を供給し得るポンプＰと、このポンプの吸引口１と前記

グリーストラップ内部とを接続する吸引管３と、最下流

の油分離手段の排出口と前記グリーストラップ内部とを

接続する戻し管６とを備えている。また、前記複数の油

分離手段は、それぞれ、タンク７と、このタンク内に配

設され、その壁面に複数の孔が穿設されたろ過バスケッ

ト８と、このろ過バスケット内に着脱自在に配設される

フィルター９とを有している。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 隔 壁 を 有 し て お り 、 こ の 隔 壁 に よ り 複 数 の 槽 が 形 成 さ れ た グ リ ー ス ト ラ ッ プ と 、
こ の グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 排 水 か ら 油 分 を 分 離 し 回 収 す る 複 数 の 油 分 離 手 段 で あ っ て 、 上
流 側 の 油 分 離 手 段 の 処 理 液 が 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 供 給 さ れ る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 油
分 離 手 段 と 、 こ の 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち 少 な く と も 最 上 流 の 油 分 離 手 段 に 排 水 を 供 給 し
得 る ポ ン プ と 、 こ の ポ ン プ の 吸 引 口 と 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 部 と を 接 続 す る 吸 引 管 と 、
前 記 ポ ン プ の 吐 出 口 と 少 な く と も 前 記 最 上 流 の 油 分 離 手 段 と を 接 続 す る 供 給 管 と 、 前 記 複
数 の 油 分 離 手 段 の う ち の 最 下 流 の 油 分 離 手 段 の 排 出 口 と 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 部 と を 接
続 す る 戻 し 管 と を 備 え た 油 分 回 収 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 、 タ ン ク と 、 こ の タ ン ク 内 に 配 設 さ れ 、 そ の 壁 面 に
複 数 の 孔 が 穿 設 さ れ た ろ 過 バ ス ケ ッ ト と 、 こ の ろ 過 バ ス ケ ッ ト 内 に 着 脱 自 在 に 配 設 さ れ る
フ ィ ル タ ー と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 油 分 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 引 管 は 、 ポ ン プ の 吸 引 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管 に 接 続 さ れ て お り 先 端 が
前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 に 開 口 す る 枝 管 と を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ
が 設 け ら れ て お り 、 且 つ 、 前 記 供 給 管 は 、 ポ ン プ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管
に 接 続 さ れ て お り 先 端 が 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク 内 に 開 口 す る 枝 管 を 有 す る と と
も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 油 分 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 引 管 の 枝 管 の 先 端 に は 吸 引 ノ ズ ル が 設 け ら れ て お り 、 こ の 吸 引 ノ ズ ル は 、 一 端 が
開 放 さ れ た 有 底 筒 体 と 、 こ の 筒 体 の 内 部 に 配 設 さ れ て お り 、 そ の 一 端 が 前 記 筒 体 の 底 面 近
傍 に お い て 開 口 部 を 有 す る と と も に 、 他 端 が 前 記 枝 管 の 先 端 に 接 続 さ れ る 管 体 と で 構 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ ～ ２ の い ず れ か に 記 載 の 油 分 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 流 側 の 油 分 離 手 段 の 排 出 口 に 流 量 調 整 バ ル ブ が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か に 記 載 の 油 分 回 収 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 油 分 回 収 シ ス テ ム を 用 い て グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 排 水 か ら 油 分 を 回 収 す
る 方 法 で あ っ て 、 前 記 吸 引 管 の 開 閉 バ ル ブ と 前 記 供 給 管 の 開 閉 バ ル ブ と の 開 閉 操 作 に よ り
、 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 内 の 排 水 を 、 所 定 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て 、 予 め 各
槽 に 対 応 さ せ た 油 分 離 手 段 に 順 次 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 油 分 回 収 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 油 分 回 収 シ ス テ ム 及 び こ の シ ス テ ム を 用 い た 油 分 回 収 方 法 に 関 す る 。 さ ら に 詳
し く は 、 飲 食 店 や ホ テ ル の 厨 房 等 の 排 水 路 に 設 置 さ れ る グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 排 水 か ら 油
分 を 回 収 す る 油 分 回 収 シ ス テ ム 及 び こ の シ ス テ ム を 用 い た 油 分 回 収 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 中 華 料 理 店 、 ラ ー メ ン 店 、 て ん ぷ ら 店 等 の 飲 食 店 や 、 ホ テ ル 、 旅 館 の 厨 房 か ら の 排 水 に
は 油 分 が 多 く 含 ま れ る が 、 法 令 に よ り か か る 排 水 を 下 水 道 や 浄 化 槽 に 直 接 放 流 す る こ と が
で き な い た め 、 こ れ ら 飲 食 店 等 で は 、 排 水 路 に グ リ ー ス ト ラ ッ プ を 設 置 し て 油 分 を 分 離 し
、 油 分 を 取 り 除 い た 排 水 を 下 水 道 や 浄 化 槽 に 放 流 し て い る 。 そ し て 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内
の 油 分 は 、 専 門 の 業 者 に 回 収 し て も ら う か 、 又 は 市 町 村 の 浄 化 設 備 に 持 ち 込 ん で 、 浄 化 し
て も ら っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ は 、 通 常 、 床 下 等 の 作 業 性 の 悪 い 狭 い 場 所 に 設 置 さ れ
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て い る た め 当 該 グ リ ー ス ト ラ ッ プ か ら 油 分 を 回 収 す る 作 業 は 手 間 が か か っ て い た 。 ま た 、
油 の 使 用 量 の 多 い 所 で は 、 頻 繁 に グ リ ー ス ト ラ ッ プ か ら 油 分 を 回 収 す る 必 要 が あ る 。 そ の
結 果 、 処 分 費 も 含 め た 油 分 の 廃 棄 コ ス ト が 高 く つ く と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 油 分 を 簡 単 に 且 つ 効 率 良 く 回
収 し て 廃 棄 す る こ と が で き 、 廃 棄 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 油 分 回 収 シ ス テ ム 及 び こ
の シ ス テ ム を 用 い た 油 分 回 収 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム は 、 内 部 に 隔 壁 を 有 し て お り 、 こ の 隔 壁 に よ り 複 数 の 槽 が 形
成 さ れ た グ リ ー ス ト ラ ッ プ と 、 こ の グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 排 水 か ら 油 分 を 分 離 し 回 収 す る
複 数 の 油 分 離 手 段 で あ っ て 、 上 流 側 の 油 分 離 手 段 の 処 理 液 が 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 供 給 さ
れ る よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 油 分 離 手 段 と 、 こ の 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち 少 な く と も 最 上
流 の 油 分 離 手 段 に 排 水 を 供 給 し 得 る ポ ン プ と 、 こ の ポ ン プ の 吸 引 口 と 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ
プ 内 部 と を 接 続 す る 吸 引 管 と 、 前 記 ポ ン プ の 吐 出 口 と 少 な く と も 前 記 最 上 流 の 油 分 離 手 段
と を 接 続 す る 供 給 管 と 、 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち の 最 下 流 の 油 分 離 手 段 の 排 出 口 と 前
記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 部 と を 接 続 す る 戻 し 管 と を 備 え た 油 分 回 収 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 、 タ ン ク と 、 こ の タ ン ク 内 に 配 設 さ れ 、 そ の 壁 面 に
複 数 の 孔 が 穿 設 さ れ た ろ 過 バ ス ケ ッ ト と 、 こ の ろ 過 バ ス ケ ッ ト 内 に 着 脱 自 在 に 配 設 さ れ る
フ ィ ル タ ー と を 有 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム で は 、 着 脱 自 在 の フ ィ ル タ ー を 用 い て 排 水 中 の 油 分 を 回 収 し
て お り 、 油 分 が 一 杯 に な れ ば フ ィ ル タ ー ご と 廃 棄 す る こ と が で き る の で 、 油 分 の 回 収 、 廃
棄 作 業 が 非 常 に 簡 単 で あ る 。 ま た 、 複 数 の 油 分 離 手 段 に よ っ て 複 数 回 油 分 を フ ィ ル タ リ ン
グ し て い る の で 、 効 率 良 く 油 分 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 吸 引 管 は 、 ポ ン プ の 吸 引 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管 に 接 続 さ れ て お り 先 端 が
前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 に 開 口 す る 枝 管 と を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ
が 設 け ら れ て お り 、 且 つ 、 前 記 供 給 管 は 、 ポ ン プ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管
に 接 続 さ れ て お り 先 端 が 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク 内 に 開 口 す る 枝 管 を 有 す る と と
も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ が 設 け ら れ て い る の が 好 ま し い 。 グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 に
開 口 す る 枝 管 を 設 け 、 こ の 枝 管 に 開 閉 バ ル ブ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 任 意 の 槽 内 の 排 水
を 油 分 回 収 装 置 に 送 る こ と が で き る 。 ま た 、 ポ ン プ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ る 供 給 管 に 枝 管 を
設 け 、 こ の 枝 管 を 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク 内 に 開 口 さ せ る と と も に 、 各 枝 管 に 開 閉 バ
ル ブ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 任 意 の 油 分 離 手 段 に 排 水 を 送 る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、
油 分 の 含 有 割 合 等 を 考 慮 し て 、 フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り が 少 な く な る よ う に 各 槽 内 の 排 水 を
別 々 に 油 分 回 収 装 置 の 油 分 離 手 段 に 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 吸 引 管 の 枝 管 の 先 端 に は 吸 引 ノ ズ ル が 設 け ら れ て お り 、 こ の 吸 引 ノ ズ ル は 、
一 端 が 開 放 さ れ た 有 底 筒 体 と 、 こ の 筒 体 の 内 部 に 配 設 さ れ て お り 、 そ の 一 端 が 前 記 筒 体 の
底 面 近 傍 に お い て 開 口 部 を 有 す る と と も に 、 他 端 が 前 記 枝 管 の 先 端 に 接 続 さ れ る 管 体 と で
構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。 前 記 有 底 筒 体 の 開 放 端 が 排 水 の 水 面 下 わ ず か の と こ ろ に 位
置 す る よ う に 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル を グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 槽 内 に 配 設 す る と 、 水 面 付 近 に 浮 上
し て い る 油 分 を 効 率 良 く 回 収 す る こ と が で き る 。 こ の 油 分 は 、 前 記 有 底 筒 体 の 底 部 に 集 ま
る が 、 こ の 底 部 に お い て 吸 引 ノ ズ ル の 開 口 部 か ら 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 流 側 の 油 分 離 手 段 の 排 出 口 に 流 量 調 整 バ ル ブ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 流 量 調 整 バ
ル ブ に よ り 下 流 側 へ 供 給 さ れ る 排 水 の 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 排 水 の 量 が 多 く な り す ぎ
て 、 フ ィ ル タ ー に 過 大 な 水 圧 が か か る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 水 圧 に よ り フ ィ
ル タ ー の 網 目 が 伸 び て 油 分 が 通 過 し て し ま い 、 油 分 の 回 収 効 率 が 低 下 す る の を 防 止 す る こ
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と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 油 分 回 収 方 法 は 、 前 記 油 分 回 収 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 吸 引 管 が 、 ポ ン
プ の 吸 引 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管 に 接 続 さ れ て お り 先 端 が 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ
の 各 槽 に 開 口 す る 枝 管 と を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ が 設 け ら れ て お り 、 且
つ 、 前 記 供 給 管 が 、 ポ ン プ の 吐 出 口 に 接 続 さ れ た 主 管 と 、 こ の 主 管 に 接 続 さ れ て お り 先 端
が 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク 内 に 開 口 す る 枝 管 を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉
バ ル ブ が 設 け ら れ て い る 油 分 回 収 シ ス テ ム を 用 い て グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 排 水 か ら 油 分 を
回 収 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 吸 引 管 の 開 閉 バ ル ブ と 前 記 供 給 管 の 開 閉 バ ル ブ と の 開 閉 操 作 に よ り 、 前 記 グ リ ー ス
ト ラ ッ プ の 各 槽 内 の 排 水 を 、 所 定 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て 、 予 め 各 槽 に 対 応 さ せ た
油 分 離 手 段 に 順 次 供 給 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 油 分 の 含 有 割 合 等 を 考 慮 し て 予 め グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 を 複 数 の 油 分 離
手 段 の い ず れ か と 対 応 さ せ て お き 、 所 定 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て 、 グ リ ー ス ト ラ ッ
プ の 各 槽 内 の 排 水 を 順 次 油 分 離 手 段 に 供 給 す る こ と で 、 フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り を 防 ぎ つ つ
効 率 良 く 排 水 中 の 油 分 を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム 及 び こ の シ ス テ ム を 用 い た 油 分 回 収 方 法 に よ れ ば 、 グ リ ー ス
ト ラ ッ プ 内 の 油 分 を 簡 単 に 且 つ 効 率 良 く 回 収 し て 廃 棄 す る こ と が で き 、 廃 棄 コ ス ト を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム 及 び こ の シ ス テ ム を 用 い た 油
分 回 収 方 法 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 油 分 回 収 シ ス テ ム を 示 し て お り 、 こ の 油 分 回 収 シ ス
テ ム シ ス テ ム は 、 飲 食 店 や ホ テ ル の 厨 房 等 の 排 水 路 に 設 置 さ れ る グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ 内 の
排 水 か ら 油 分 を 回 収 す る の に 用 い ら れ る 。 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ は 、 内 部 に ２ つ の 隔 壁 Ｗ を
有 し て お り 、 こ れ ら 隔 壁 Ｗ に よ っ て 複 数 の 槽 、 す な わ ち 第 １ 槽 Ｖ １ 、 第 ２ 槽 Ｖ ２ 、 及 び 第
３ 槽 Ｖ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 隔 壁 Ｗ の 下 端 は 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 底 面 ３ ０ か ら 離
間 し て お り 、 こ の 離 間 し た 部 分 で ， 互 い に 隣 接 す る 槽 内 の 排 水 は 連 通 し て い る 。 飲 食 店 や
ホ テ ル の 厨 房 等 か ら の 排 水 は 、 放 出 管 ３ １ か ら グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 １ 槽 Ｖ １ 内 に 放 出
さ れ 、 前 記 隔 壁 Ｗ に よ り 流 れ が 阻 害 さ れ つ つ 徐 々 に 第 ２ 槽 Ｖ ２ 、 第 ３ 槽 Ｖ ３ へ と 移 動 し 、
こ の 第 ３ 槽 Ｖ ３ か ら 排 出 管 ３ ２ を 経 由 し て 下 水 道 等 に 放 流 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 油 分 回 収 シ ス テ ム は 、 前 記 排 水 か ら 油 分 を 分 離 す る 複 数 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３
と 、 こ の 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち 少 な く と も 最 上 流 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ に 排 水 を 供 給 し 得 る
ポ ン プ Ｐ と 、 こ の ポ ン プ Ｐ の 吸 引 口 １ と 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ 内 部 と を 接 続 す る 吸 引 管
３ と 、 前 記 ポ ン プ Ｐ の 吐 出 口 ２ と 少 な く と も 前 記 最 上 流 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ と を 接 続 す る 供
給 管 ４ と 、 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち の 最 下 流 の 油 分 離 手 段 Ｓ ３ の 排 出 口 ５ と 前 記 グ リ
ー ス ト ラ ッ プ Ｇ 内 部 と を 接 続 す る 戻 し 管 ６ と を 備 え て い る 。 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ 、
Ｓ ２ 、 Ｓ ３ は 、 上 流 側 の 油 分 離 手 段 の 処 理 液 が 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 供 給 さ れ る よ う 直 列
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 複 数 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 及 び ポ ン プ Ｐ は 、 別 々 に 露 出 し た 状 態 で 設 置 す る こ
と も で き る が 、 １ つ の ケ ー シ ン グ な い し は ハ ウ ジ ン グ ２ ０ 内 に 設 置 し て ユ ニ ッ ト 化 す る の
が 好 ま し い 。 ユ ニ ッ ト 化 す る こ と に よ り 、 省 ス ペ ー ス 化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 シ
ス テ ム の 維 持 管 理 が 容 易 に な る 。
　 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 タ ン ク ７ と 、 こ の タ ン ク ７ 内 に
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配 設 さ れ 、 そ の 壁 面 に 複 数 の 孔 が 穿 設 さ れ た ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ と 、 こ の ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８
内 に 着 脱 自 在 に 配 設 さ れ る フ ィ ル タ ー ９ と を 備 え て い る 。 タ ン ク ７ は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ２
０ 内 に お い て 架 台 （ 図 示 せ ず ） 上 に 設 置 さ れ て お り 、 一 端 が 開 放 さ れ た 有 底 筒 状 を 呈 し て
い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 角 筒 状 で あ る が 、 例 え ば 円 筒 状 等 他 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 タ
ン ク ７ は 、 耐 食 性 に す ぐ れ た ス テ ン レ ス 等 の 材 料 で 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 タ ン ク ７ 内 に 配 設 さ れ る ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ は 、 前 記 フ ィ ル タ ー ９ を 保 持 す る の に 用 い ら
れ 、 そ の 壁 面 ７ ａ に は 複 数 の 孔 １ ０ が 穿 設 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の 孔 １ ０ の 形 状 、
寸 法 及 び 数 は 、 フ ィ ル タ ー ９ を 一 定 の 形 状 に 保 持 す る こ と が で き 、 且 つ 排 水 を ス ム ー ズ に
流 す こ と が で き る 限 り 、 ど の よ う な 形 状 等 で あ っ て も よ く 、 本 発 明 に お い て 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 す な わ ち 、 円 形 や 多 角 形 の 孔 以 外 に も 、 通 常 、 ス リ ッ ト と 呼 ば れ て い る
よ う な 細 長 の 開 口 等 も 、 本 発 明 に お け る 「 孔 」 に 含 ま れ る 。 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 、 直
径 ３ ～ ６ ｍ ｍ の 円 孔 を ２ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ ピ ッ チ で 壁 面 ７ ａ に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ は 、 タ ン ク ７ よ り や や 小 さ な 寸 法 で あ り 、 タ ン ク ７ 同 様 、 耐 食 性 に す
ぐ れ た ス テ ン レ ス 等 の 材 料 で 作 製 す る こ と が で き る 。 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ の 開 放 端 （ 図 １ ～
２ に お い て 上 方 側 端 部 ） に は 、 端 部 の 全 周 に 沿 っ て つ ば 部 １ １ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の つ
ば 部 １ １ の 上 面 １ １ ａ に は 一 対 の 取 っ 手 １ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ろ 過 バ ス ケ ッ
ト ８ の 対 向 す る 側 壁 で あ っ て 当 該 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ の 底 面 ８ ａ 付 近 の 側 壁 ８ ｂ に は 断 面 Ｌ
形 部 材 １ ３ が 溶 着 さ れ て い る 。 こ の Ｌ 形 部 材 １ ３ は 、 前 記 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ を 設 置 面 １ ４
か ら 離 間 し た 状 態 に 保 つ こ と が で き る よ う に 、 そ の 側 面 １ ３ ａ の 一 部 分 だ け が ろ 過 バ ス ケ
ッ ト ８ の 側 壁 に 溶 着 さ れ て い る 。 こ の よ う に 設 置 面 １ ４ か ら 離 間 し た 状 態 で ろ 過 バ ス ケ ッ
ト ８ を タ ン ク ７ 内 に 配 設 す る こ と に よ り 、 排 水 の 流 路 を よ り 多 く 確 保 す る こ と が で き 、 こ
れ に よ り 当 該 タ ン ク ７ か ら ス ム ー ズ に 排 水 を 排 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ 内 に は 、 排 水 中 の 油 分 を 当 該 排 水 か ら 分 離 す る た め の フ ィ ル タ ー ９
が 着 脱 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ ー ９ は メ ッ シ ュ 状 で あ り 、 例 え ば ナ イ ロ ン 等
の 合 成 樹 脂 で 作 製 す る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー ９ の 網 目 の 大 き さ は 、 排 水 中 の 油 分 を 捕
捉 す る こ と が で き る と と も に 、 油 分 以 外 の 排 水 部 分 を 通 過 さ せ る こ と が で き る 大 き さ で あ
り 、 矩 形 の 網 目 の 場 合 、 通 常 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ × １ ０ ～ １ ０ ０ ０ μ ｍ 程 度 で あ る 。 前
記 フ ィ ル タ ー ９ は 、 ク ラ ン プ 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ り 当 該 フ ィ ル タ ー ９ の 開 放 側 縁 部 を ろ
過 バ ス ケ ッ ト ８ の 前 記 つ ば 部 １ １ に 固 定 し た り 、 ま た は 予 め フ ィ ル タ ー ９ の 開 放 側 縁 部 に
複 数 箇 所 形 成 し て お い た 孔 か ら な る 係 止 部 （ 孔 の 周 縁 は 溶 着 な ど に よ り 網 目 が ほ つ れ な い
よ う に 補 強 し て お く 必 要 が あ る ） を 前 記 つ ば 部 １ １ に 突 設 し た フ ッ ク （ 図 示 せ ず ） に 係 止
さ せ る 等 し て 、 当 該 ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ 内 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 上 流 側 の 油 分 離 手 段 の 排 出 口 １ ５ に 流 量 調 整 バ ル ブ １ ６ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 流 量 調 整 バ ル ブ に よ り 下 流 側 へ 供 給 さ れ る 排 水 の 量 を 調 整 す る こ と が で き 、
排 水 の 量 が 多 く な り す ぎ て 、 フ ィ ル タ ー ９ に 過 大 な 水 圧 が か か る の を 防 ぐ こ と が で き る 。
そ の 結 果 、 水 圧 に よ り フ ィ ル タ ー ９ の 網 目 が 伸 び て 油 分 が こ の 網 目 を 通 過 し て し ま い 、 油
分 の 回 収 効 率 が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 吸 引 管 ３ は 、 ポ ン プ Ｐ の 吸 引 口 １ に 接 続 さ れ た 主 管 ３ ａ と 、 こ の 主 管 ３ ａ に
接 続 さ れ て お り 先 端 が 前 記 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 各 槽 に 開 口 す る 枝 管 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ と
を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 よ り 詳 細 に は 、 枝 管 ３
ｂ の 先 端 は 第 １ 槽 Ｖ １ 内 に 開 口 し て お り 、 枝 管 ３ ｃ 及 び ３ ｄ は そ れ ぞ れ 前 記 第 ２ 槽 Ｖ ２ 及
び 第 ３ 槽 Ｖ ３ 内 に 開 口 し て い る 。 ま た 、 前 記 供 給 管 ４ は 、 ポ ン プ Ｐ の 吐 出 口 ２ に 接 続 さ れ
た 主 管 ４ ａ と 、 こ の 主 管 ４ ａ に 接 続 さ れ て お り 先 端 が 前 記 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク ７
内 に 開 口 す る 枝 管 ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ を 有 す る と と も に 、 各 枝 管 に は 開 閉 バ ル ブ １ ８ が 設 け
ら れ て い る 。 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 各 槽 に 開 口 す る 枝 管 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ を 設 け 、 こ の 枝
管 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ に 開 閉 バ ル ブ １ ７ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 任 意 の 槽 内 の 排 水 を 油 分
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回 収 装 置 に 送 る こ と が で き る 。 ま た 、 ポ ン プ Ｐ の 吐 出 口 ２ に 接 続 さ れ る 供 給 管 ４ に 枝 管 ４
ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ を 設 け 、 こ の 枝 管 ４ ｂ 、 ４ ｃ 、 ４ ｄ を 複 数 の 油 分 離 手 段 の 各 タ ン ク ７ 内 に
開 口 さ せ る と と も に 、 各 枝 管 に 開 閉 バ ル ブ １ ８ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 任 意 の 油 分 離 手
段 に 排 水 を 送 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 さ ら に 、 前 記 吸 引 管 ３ の 枝 管 ３ ｂ 、 ３ ｃ 、 ３ ｄ の 先 端 に は そ れ ぞ れ
吸 引 ノ ズ ル １ ９ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 吸 引 ノ ズ ル １ ９ は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 一 端
が 開 放 さ れ た 有 底 筒 体 ２ １ と 、 こ の 筒 体 ２ １ の 内 部 に 配 設 さ れ て お り 、 そ の 一 端 が 前 記 筒
体 ２ １ の 底 面 ２ １ ａ 近 傍 に お い て 開 口 部 ２ ２ を 有 す る と と も に 、 他 端 が 前 記 枝 管 ３ ｂ 、 ３
ｃ 、 ３ ｄ の 先 端 に 接 続 さ れ る 管 体 ２ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。 前 記 有 底 筒 体 ２ １ は 、 筒 状 の
引 込 部 ２ １ ｂ と 、 こ の 引 込 部 ２ １ ｂ の 下 方 部 分 に 固 定 さ れ た 筒 状 の 蛇 腹 部 ２ １ ｃ と 、 当 該
有 底 筒 体 ２ １ の 底 を 構 成 す る 部 材 ２ １ ｄ と を 備 え て い る 。 こ の 蛇 腹 部 ２ １ ｃ は 、 液 面 の 変
動 に 合 わ せ て 伸 縮 し 、 前 記 有 底 筒 体 ２ １ の 開 放 端 か ら 液 面 付 近 の 油 分 を 回 収 す る こ と が で
き る よ う に 、 そ の 壁 部 が 蛇 腹 状 に さ れ て い る 。
　 前 記 有 底 筒 体 ２ １ の 開 放 端 が 排 水 の 水 面 下 わ ず か の と こ ろ に 位 置 す る よ う に 、 前 記 吸 引
ノ ズ ル １ ９ を グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 槽 内 に 配 設 す る こ と に よ り 、 水 面 付 近 に 浮 上 し て い る
油 分 を 前 記 有 底 筒 体 ２ １ の 開 口 か ら 内 部 に 引 き 込 ん で 、 当 該 油 分 を 効 率 良 く 回 収 す る こ と
が で き る 。 こ の 油 分 は 、 筒 体 ２ １ の 底 部 に 集 ま る が 、 こ の 底 部 に お い て 開 口 し て い る 前 記
吸 引 ノ ズ ル １ ９ の 開 口 部 ２ ２ か ら 吸 引 さ れ る 。 な お 、 図 ３ に 示 さ れ る 例 で は 、 管 体 ２ ３ の
下 端 （ 開 口 部 ２ ２ が 形 成 さ れ る 側 の 端 部 ） は 、 有 底 筒 体 ２ １ の 底 を 構 成 す る 部 材 ２ １ ｄ に
固 着 さ れ て い る 。 こ の 部 材 ２ １ ｄ に お け る 、 前 記 管 体 ２ ３ の 下 端 が 固 着 さ れ る 部 位 に 、 図
４ に 示 さ れ る よ う に 、 開 口 ２ ４ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 開 口 ２ ４ よ り 排 水 を 吸 引 す る こ と
に よ り 、 管 体 ２ ３ 内 に 排 水 の 流 れ を 形 成 し て よ り ス ム ー ズ に 油 分 を 前 記 開 口 部 ２ ２ か ら 管
体 ２ ３ 内 に 引 き 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 前 述 し た 油 分 回 収 シ ス テ ム を 用 い た 油 分 回 収 方 法 に つ い て 説 明 を す る 。
　 ま ず 、 吸 引 管 ３ の 枝 管 ３ ｂ の 開 閉 バ ル ブ １ ７ を 開 け 、 同 じ く 枝 管 ３ ｃ 、 ３ ｄ の 開 閉 バ ル
ブ １ ７ を 閉 じ る 。 ま た 、 供 給 管 ４ の 枝 管 ４ ｂ の 開 閉 バ ル ブ １ ８ を 開 け 、 同 じ く 枝 管 ４ ｃ 、
４ ｄ の 開 閉 バ ル ブ １ ８ を 閉 じ る 。 こ の 状 態 で ポ ン プ Ｐ を 運 転 し て グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第
１ 槽 Ｖ １ 内 の 排 水 を 吸 引 し て 、 油 分 離 手 段 Ｓ １ の タ ン ク ７ 内 に 供 給 す る 。 タ ン ク ７ 内 に 供
給 さ れ た 排 水 中 の 油 分 は 、 フ ィ ル タ ー ９ に よ っ て 分 離 （ 捕 捉 ） さ れ 、 残 り の 排 水 部 分 及 び
分 離 さ れ な か っ た 油 分 は 当 該 フ ィ ル タ ー ９ 及 び ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ を 通 っ て タ ン ク ７ の 下 部
に 設 け ら れ た 排 出 口 １ ５ か ら 、 下 流 側 の 油 分 離 手 段 Ｓ ２ の タ ン ク ７ 内 に 供 給 さ れ 、 こ の タ
ン ク ７ 内 で 同 様 に し て 油 分 の 分 離 が な さ れ た 後 、 さ ら に 下 流 側 の 油 分 離 手 段 Ｓ ３ の タ ン ク
７ 内 に 供 給 さ れ る 。 ３ 段 階 の 油 分 離 手 段 に よ る 処 理 を 終 え た 排 水 は 、 戻 し 管 ６ を 経 由 し て
グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 １ 槽 Ｖ １ 内 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 述 し た 第 １ 槽 Ｖ １ か ら 最 上 流 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ へ の 排 水 の 供 給 を 所 定 の 時 間 、 例 え ば
１ ５ 分 間 行 っ た 後 に 、 枝 管 ３ ｃ 及 び 枝 管 ４ ｃ の 開 閉 バ ル ブ を 開 け 、 つ い で 枝 管 ３ ｂ 及 び 枝
管 ４ ｂ の 開 閉 バ ル ブ を 閉 じ る 。 そ し て 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 ２ 槽 Ｖ ２ 内 の 排 水 を 吸 引
し て 、 油 分 離 手 段 Ｓ ２ の タ ン ク ７ 内 に 供 給 す る 。 タ ン ク ７ 内 に 供 給 さ れ た 排 水 は 、 前 記 と
同 様 に し て フ ィ ル タ ー ９ に よ っ て 油 分 が 分 離 さ れ 、 残 り の 排 水 部 分 及 び 分 離 さ れ な か っ た
油 分 は 当 該 フ ィ ル タ ー ９ 及 び ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ を 通 っ て タ ン ク ７ の 下 部 に 設 け ら れ た 排 出
口 １ ５ か ら 、 下 流 側 の 油 分 離 手 段 Ｓ ３ の タ ン ク ７ 内 に 供 給 さ れ 、 こ の タ ン ク ７ 内 で 同 様 に
し て 油 分 の 分 離 が な さ れ た 後 、 戻 し 管 ６ を 経 由 し て グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 １ 槽 Ｖ １ 内 に
戻 さ れ る 。
　 同 様 に し て 第 ２ 槽 Ｖ ２ か ら 油 分 離 手 段 Ｓ ２ へ の 排 水 の 供 給 を 所 定 の 時 間 、 例 え ば １ ５ 分
間 行 っ た 後 に 、 枝 管 ３ ｄ 及 び 枝 管 ４ ｄ の 開 閉 バ ル ブ を 開 け 、 つ い で 枝 管 ３ ｃ 及 び 枝 管 ４ ｃ
の 開 閉 バ ル ブ を 閉 じ る 。 そ し て 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 ３ 槽 Ｖ ３ 内 の 排 水 を 吸 引 し て 、
油 分 離 手 段 Ｓ ３ の タ ン ク ７ 内 に 供 給 す る 。 タ ン ク ７ 内 に 供 給 さ れ た 排 水 は 、 前 記 と 同 様 に
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し て フ ィ ル タ ー ９ に よ っ て 油 分 が 分 離 さ れ 、 残 り の 排 水 部 分 及 び 分 離 さ れ な か っ た 油 分 は
当 該 フ ィ ル タ ー ９ 及 び ろ 過 バ ス ケ ッ ト ８ を 通 っ て タ ン ク ７ の 下 部 に 設 け ら れ た 排 出 口 １ ５
か ら 、 戻 し 管 ６ を 経 由 し て グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ の 第 １ 槽 Ｖ １ 内 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 油 分 の 含 有 割 合 等 を 考 慮 し て 予 め グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 槽 Ｖ １ 、 Ｖ ２ 、
Ｖ ３ を 複 数 の 油 分 離 手 段 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ の そ れ ぞ れ と 対 応 さ せ て お き 、 所 定 の タ イ ム ス
ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 各 槽 内 の 排 水 を 順 次 油 分 離 手 段 に 供 給 す る こ と
で 、 フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り を 防 ぎ つ つ 効 率 良 く 排 水 中 の 油 分 を 回 収 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 吸 引 管 及 び 供 給 管 に 枝 管 を 設 け 、 且 つ そ れ ぞ れ の 枝 管
に 開 閉 バ ル ブ を 設 け て 、 油 分 離 手 段 へ の 排 水 の 供 給 を 制 御 し て い る が 、 シ ス テ ム 及 び 制 御
を 簡 略 化 す る た め に 、 こ の よ う な 枝 管 及 び 開 閉 バ ル ブ の 設 置 を 省 略 す る こ と も で き る 。 こ
の 場 合 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ か ら の 排 水 は 複 数 の 油 分 離 手 段 の う ち 最 上 流 の 油 分 離 手 段 に
供 給 さ れ 、 フ ィ ル タ ー で 油 分 が 分 離 さ れ つ つ 順 次 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 送 ら れ 、 最 下 流 の
油 分 離 手 段 の 排 出 口 か ら 戻 し 管 を 経 て グ リ ー ス ト ラ ッ プ Ｇ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 ３ つ の 油 分 離 手 段 が 用 い ら れ て い る が 、 ２ つ で あ っ て
も よ い し 、 ４ つ 以 上 で あ っ て も よ く 、 そ の 数 は 本 発 明 に お い て 特 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。 さ ら に 、 上 流 側 の 油 分 離 手 段 か ら の 排 水 を 自 然 落 下 に よ り 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 供 給
し て い る が 、 各 油 分 離 手 段 を 同 一 レ ベ ル 上 に 設 置 し て 、 ポ ン プ に よ り 上 流 側 の 油 分 離 手 段
か ら の 排 水 を 下 流 側 の 油 分 離 手 段 に 供 給 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム の 一 実 施 の 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム に お け る ろ 過 バ ス ケ ッ ト の 一 例 の 側 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 油 分 回 収 シ ス テ ム に お け る 吸 引 ノ ズ ル の 一 例 の 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ る 吸 引 ノ ズ ル の 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 吸 引 口
　 ２ 吐 出 口
　 ３ 吸 引 管
　 ４ 供 給 管
　 ５ 戻 し 管
　 ７ タ ン ク
　 ８ ろ 過 バ ス ケ ッ ト
　 ９ フ ィ ル タ ー
１ ６ 流 量 調 整 バ ル ブ
１ ７ 開 閉 バ ル ブ
１ ８ 開 閉 バ ル ブ
１ ９ 吸 引 ノ ズ ル
　 Ｇ グ リ ー ス ト ラ ッ プ
　 Ｐ ポ ン プ
　 Ｓ 油 分 離 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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